
　「取引先直行」－翌日のスケジュール

を記入することになっているホワイトボー

ドに書き込みながら、大きなため息がひと

つ。「こんな生活が、いつまで続くんだろう

……」

　食品メーカーで営業を担当する浅井さ

んには、2歳になる娘がいます。フルタイム

で働く妻と共働きで子育てをする毎日は、

目がまわるほどの忙しさ。特

に浅井さんを悩ませている

のは、夫婦交代でしている

保育園への送迎です。保

育園に娘を送り届けてから

出社すると、職場への到着

はどうしても始業時間ぎり

ぎりになり、まだ保育園に

通い慣れない娘が途中で

ぐずり出したりすれば、遅刻

してしまいます。常に時計の

針に目をやりながら、娘を急

き立てるようにして先を急

ぎます。帰りは帰りで、保育

園が閉園する午後7時に間に合うように

迎えに行かなければならないため、駅から

保育園までの道はいつもダッシュしてい

るのだそうです。

　「本当は良くないことなのですが……」

と、言いにくそうにしながら、彼はさらにこん

な話をしてくれました。「実は、取引先との

アポイントメントが朝や夕方にくるように

調整して、送迎の時間をやりくりすることも

あるんです」。朝10時にアポイントメントを

入れて取引先に「直行」すれば、遅刻の心

配をせずに保育園に娘を送ることができ

ます。同じように、夕方17時にアポイントメ

ントを入れて「直帰」にして、迎えの時間に

間に合わせるようにしている、と言うので

す。

　「本当は、こんなことはしたくないんで

す」。浅井さんは、保育園の送り迎えの都

合でアポイントメントの時間を調整するこ

とに後ろめたさを感じていました。明日は

どうやって間に合わせよう、と頭を悩ませ

る日々に、「こんな生活がいつまで続くん

だろう、いつまで続けられるだろう」と、不

安に駆られることもあると言います。しか

し、そんな現状を、誰にも相談できずにい

るのでした。

　浅井さんの職場でも、フレックスタイム

や短時間勤務の制度など、従業員のワー

ク・ライフ・バランスや子育て支援のため

の制度は充実しつつあるようです。しかし、

こういった制度は「子育て中の女性が利用

するもの」との認識がまだまだ根強いのが

現状。「男の自分が、『子どもの迎えがある

ので早く帰ります』などとはとても言い出せ

ない」と、浅井さんは言います。「プライベー

トの都合を仕事に持ち込むなんてけしから

ん、と言われるに決まっている」と。

　しかし、彼の話にもあるように、水面下

ではすでに、プライベートの都合を仕事に

持ち込まざるをえない状況になってしまっ

ているのです。この状況を放置すれば、彼

個人にとってだけでなく、仕事のうえもマ

イナスであろうことは、誰の目にも明らか

です。この状況を、どうにか改善できない

ものでしょうか？　

　保育園への送迎の負担を減らすために

企業内託児所を設けたり、勤務時間を大

幅に短縮したり、といったことは、すぐに実

現することは難しいかもしれません。しか

し、たとえば、朝の出社時間を30分遅らせ

ることができたとしたら、どうでしょうか。夫

婦交代で送迎をする浅井さんの場合、１日

あたりの勤務時間はそのままに、始業・終

業時間を前後に「ずらす」ことができるよう

になるだけでも、かなり時間のやりくりがし

やすくなるはずです。精神的にも肉体的に

もゆとりを持って保育園への送迎ができ、

より集中して仕事に取り組めるようになれ

ば、企業側にとってもプラスになります。

　浅井さんのように、誰にも相談できずに

独り抱え込んでいる共働きパパの悩みの

なかには、このような「小さな一歩」によっ

て改善できることも、実は少なくないので

は、と感じています。　　（わしお・あづさ）
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